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H， C， 0， N， Na， K， P， S， Ca， Mg， Fe， Cu， Co， Zn 
等である.これに対して，現在見いだされている素粒子には以下のようなものがある.



















































模型として、ンェル模型と統一模型とが，それぞれ M.G. MayerとJ.H. D. Jensen及び A.Bohrと























































2001 : 145). これ以上の詳細な論述は，湯川自身の手による解説に求めるべ






























































































































































































































































である.J (梯， 1932: 639) 
「さて物質，生命，意識とは，この自然の欝誼法的過程の三つの歴史的発展段階としての物体，生















































































れるのが常であった.この討論の末，田中と松本によれば， r結論として，中野・西島， Gell-Mann 
のstrangenessを背負う粒子を最低一つ基本粒子に持ち込まなければ駄目だということになったJ(田
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